
データで見る ＃10

日本の高校生は「安定収入があればのんびり暮らしたい」と答えた割合が他国より際立って高く、安定志向の強さが

特徴的である。一方、「会社を作りたい」「地位を得たい」などの上昇志向や、「望まぬ仕事でもがまんすべきだ」とする

考えはいずれも他国より極めて低く、日本独自の傾向がうかがえる。

日本の高校生の安定志向

仕事や生活に関する意識（「とてもそう思う」と回答した割合） 
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望む仕事につけなくても、がまんして働くべきだ

自分の会社や仕事を作りたい

できるだけ高い地位に就きたい

地元で仕事や生活をしたい

やりたいことにいくら困難があっても挑戦してみたい

よりよい職場があれば、積極的に転職したほうがよい

周りに反対されても自分がやりたいことを優先したい

学歴より資格や技能を身につけることが大切だと思う

若いうちはいろいろな仕事を経験したい

仕事よりも、自分の趣味や自由な時間を大切にしたい

社会に役に立つ仕事をしたい

暮らしていける収入があればのんびりと暮らしていきたい
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出典：国立青少年教育振興機構「高校生の進路と職業意識に関する調査報告書（令和 5 年）」
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